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4●ご挨拶
2010年度から人工知能高等研究所の所長を 2期 4年間務めさせていただいた。本稿では、就任 2年
目に私が宣言した研究所の 3つの新しい取り組み［1］の中から、「異分野連携」に関する活動を順に
振り返ってみたい。
（１）産学連携フォーラム
2012年 7月 31日、産学連携活動の推進を図る目的で、「産学連携フォーラム～地域に根ざした産学
連携～」を豊田キャンパス 9号館 2階の大会議室で開催した。講演では、元 JSTイノベーションプラ
ザ東海館長の浅井滋生氏に、「産学官連携活動から何が見えたか」と題して、産学官連携のあり方と問
題点をお話しいただいた。氏は、講演の中で、科学技術による地域活性化を目指すのであれば、小企業
群を外してはならないこと、彼らのニーズを的確に吸い上げるには、現場主義に徹する必要があること
などを力説された。これは、産学連携において、ともすると“教える目線”になりがちな「学」側への
警告と受け止めるべきものである。また、講演に続いて、本研究所所員 3名による産学共同研究の事例
紹介（それぞれ、画像検査、機能性材料、癒しロボットに関するもの）、および、浅井氏を含む講演者
4名による総合討論があり、活発な議論が行われた。参加者約 60名のうち、地元の企業や財団法人な
どからの参加者は 46名にのぼり、当地域の産学連携に対する関心の高さをうかがわせた。企業参加者
からは、この企画を続けて欲しいとの声も聞かれた。
（２）研究所間連携「五輪史料プロジェクト」
オリンピックはスポーツにおける世界最大の祭典であり、人間の身体能力の限りない挑戦の場である
だけでなく、その時代時代の各国の政治、経済にも大きな影響を及ぼしてきた。事実、各国の要人たち
にとって、オリンピックは最も効果的な政治外交・経済外交の手段の一つである。中京大学にも、オリ
ンピックに関する貴重な文書史料や記念品が数多く保存されているが、残念ながら、それらを有効活用
するための組織的かつ科学的な取り組みは行われていなかった。
そこで、本研究所は、2012年 12月、体育研究所およびスポーツ科学部と共同で「五輪史料プロジェ
クト」をスタートさせた。本プロジェクトでは、学内に保存されたオリンピックに関する書簡史料：
「ブランデージ・コレクション」や記念品のデジタルアーカイブを行い、歴史的な関連付けや歴史上の
新事実を発見することを目的とし、将来は、中京大学スポーツ博物館のプロジェクトと合流することも
視野に入れている。これまでの研究成果は、2014年 1月開催の中京大学研究交流会で発表されたほか、
2014年 9月開催の知識科学関係の国際会議にも発表される予定である［2］。
（３）研究所間連携「竹炭プロジェクト」
東北の原発事故以来、セシウムなどの放射性物質の除染・隔離が喫緊の課題となっている。放射性物
質の吸着には従来からゼオライトなどが利用されているが、最近、竹を焼成してできる“竹炭”にも比
較的高い吸着性能のあることが分かってきた。ゼオライトと比べて、竹炭は製作コストが安く、燃やせ
ば体積を大幅に縮小できるメリットがある。一方、全国各地に点在する竹林は、所有者の高齢化や竹材
の資源化の難しさなどから、整備や保全が十分に行われておらず、放置竹林の竹藪化が深刻な問題となっ
ている。
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5そこで、2013年 4月、本研究所は、社会科学研究所、体育研究所と共同で「竹炭プロジェクト」をスター
トさせた。このプロジェクトは、豊田キャンパス周辺の竹林を活用して放射能吸着性に優れた竹炭を製
作し、その性能を科学的に検証するとともに、実際の汚染地域で放射性物質の除染効果を確かめること
を目的とし、期間は 2013～ 2015 年度の 3 年間とした。
最初の研究成果は、第 37回人間 -生活環境系シンポジウム（神戸、2013年 11月）に論文として発
表された［3］。それに先立つ 11 月 25 日には、多くの報道陣を集めて記者会見が行われ、写真入りの
記事などが翌日の新聞各紙に掲載されたほか、テレビのニュース番組でも紹介された［4～ 10］。さら
に、12月には、豊田キャンパス内に竹炭専用の炭焼き窯が設置された。これらは、IASAI News［11］
のほか、大学広報誌やホームページにも紹介された［12］。とくに、新聞・テレビ報道のあとは、外部
団体や企業からの問い合わせが急激に増えており、本プロジェクトに対する社会的な関心の高まりを実
感した。また、つい最近では、竹炭の製品化に関する特許を企業と共同で出願したところである。
（４）名古屋市科学館との連携
2013年 9月 29日、人工知能など情報科学分野の教育・研究活動を連携して実施するため、本研究所
は名古屋市科学館と相互協力協定を締結した。連携協力の主な内容は、公開講座や講演会等の共催、共
同研究の実施や資料等の展示への活用、研究成果の広報に関する協力、職員研修や学生教育に関する協
力などである。科学館で行われた調印式では、私から「これまでも公開講座ソフトサイエンスシリーズ
の共同開催や天体・星座アプリの共同開発などを行ってきたが、今後は連携をさらに強化し、未来を担
う子どもたちが大学教員と触れ合う機会にしたい」と申し上げ、石丸典生・科学館長にも「これまでの
大人向けの連携に加え、子どもたちが科学の面白さを知ることで、新しい道を開きたい」と応じていた
だいた。また、同じ会場で子供たちを対象にした連携教室「最高の科学技術を子どもたちに！」シリー
ズもスタートした。担当教員は子供たちの素直で、ある意味厳しい視線を感じたことと思う。この教室
は今後も年 1回のペースで開かれる予定である。なお、これらの内容は、テレビのニュース番組や新聞
で報道されたほか［13，14］、大学の広報誌やホームページにも紹介された［15］。
以上のように、この 2年間で本研究所を中心に「異分野連携」に関するいくつかの試みが始まってお
り、今後さらなる発展が期待される。また、今年度から始まった NEXT10行動計画にも異分野連携に
関するテーマが含まれており、今後の進展に注目したい。
一方、冒頭で述べた 3つの取り組みのうち、「研究資金獲得」については残念ながらまだ具体的な成
果は出ていない。これは、当初目論んだリエゾンとの協力体制が進んでいないことが挙げられる。また、
もう一つの「研究情報管理」については、関係者の努力で研究情報管理のための基本システムがようや
く動き出したところであり、今後、コンテンツの利用方法の検討を進めなければならない。
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